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既存SPECTを使った定量化と標準化の物理工学的展望 
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松田 博史先生 

SPECT臨床診断法の精度評価の手法について 
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中川原 譲二先生 

脳血管障害の診断における標準化の必要性と意義 
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多施設評価研究の必要性、応用領域 
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　2006年に日本核医学会にてワーキンググループ『SPECT画像再構成・画像処理の標準化とその評価に関する研究』が発

足し、ふたつの研究事業に基づく共同評価研究が開始されました。QSPECTプログラムをもとにクオリティコントロールを監視し

つつ撮像プロトコルの標準化が試みられ、さらに検証と臨床的効果が評価されています。研究活動の最新の情報と今後の課題・

展望、特にクオリティコントロールとプロトコル標準化の必要性について議論したいと存じます。

国立循環器病センター 放射線医学部 部長 

飯田 秀博 

SPECT定量化と標準化に関するワーキンググループ講演会  
 

SPECT画像再構成・画像処理の標準化と 
その評価に関する研究  
 

SPECT画像再構成・画像処理の標準化と 
その評価に関する研究 


